
南
和
地
域
の

広
域
医
療
提
供
体
制
の
再
構
築

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築磯

城
郡
で
の

水
道
事
業
の
広
域
化

連
携
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

P.6P.7

P.2P.5

「奈良モデル」
ジャーナル

県と市町村の連携・協働「奈良モデル」

「奈良モデル」ホームページ
http://www.pref.nara.jp/41807.htm
「奈良モデル」ホームページ
http://www.pref.nara.jp/41807.htm
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〜
「
奈
良
モ
デ
ル
」
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
２
号
発
刊
に
よ
せ
て
〜

奈
良
ら
し
い
連
携
・
協
働
の
か
た
ち

「
奈
良
モ
デ
ル
」最

も
身
近
な
自
治
体
と
し
て
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
で
す
。
一
方
、「
県
」
の

最
も
重
要
な
役
割
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
創
意
工
夫
す
る
市
町
村
を
応
援
す
る
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
サ
ッ
カ
ー
の
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル

ダ
ー
の
よ
う
に
、
国
と
市
町
村
の
間
に
立
ち
、
よ
く

考
え
、
よ
く
走
り
、
市
町
村
へ
良
い
パ
ス
を
送
る
と

い
っ
た
役
割
で
す
。

  
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
私
は
県
内
の
市
町
村

長
と
お
互
い
の
課
題
を
把
握
し
合
い
、
活
発
に
意
見

交
換
を
し
て
い
ま
す
。
県
と
市
町
村
の
間
に
、
お
互

い
の
垣
根
を
越
え
、
県
全
体
の
人
的
資
源
や
様
々
な

公
共
施
設
、
財
政
資
源
を
有
効
活
用
し
、
奈
良
県
全

体
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。

   

そ
の
結
果
、
大
き
な
成
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
南
和

地
域
の
広
域
医
療
提
供
体
制
の
再
構
築
を
目
指
し
、

県
と
１
市
３
町
８
村
に
よ
り
、
南
和
広
域
医
療
企
業

団
が
発
足
す
る
と
と
も
に
、
救
急
病
院
で
あ
る
「
南

奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が
大
淀
町
に
オ
ー
プ
ン

　

今
、
全
国
的
に
人
口
減
少
が
大
き
な
課
題
と
な
る

中
、
奈
良
県
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

２
０
４
０
年
に
は
39
市
町
村
の
う
ち
香
芝
市
を
除
く

全
て
の
市
町
村
に
お
い
て
人
口
が
現
在
よ
り
減
少
す

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
奈
良
県
で
は
、

平
成
の
市
町
村
合
併
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
小
規
模
な
市
町
村
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
奈
良
県
で
は
、
県
と

市
町
村
ま
た
は
市
町
村
同
士
が
連
携
・
協
働
し
て
地

域
の
活
力
の
維
持
・
向
上
や
効
率
的
な
行
財
政
運
営

を
目
指
す
取
組
を
「
奈
良
モ
デ
ル
」
と
呼
び
、
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、「
市
町
村
」
の
役
割
は
、
住
民
の
皆
様
に

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
町
村
と
県
が
連
携
・
協
働

し
た
「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
や
、
市
町
村
水
道
と
県
営
水
道
を
一
体
的
に
捉

え
、
県
域
全
体
で
水
道
資
産
の
最
適
化
に
取
り
組
む

「
県
域
水
道
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な

ど
、
様
々
な
分
野
で
取
組
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
奈
良
モ
デ
ル
」
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、「
奈
良
モ
デ
ル
」

を
住
民
の
皆
様
に
知
っ
て
頂
き
た
い
と
考
え
、
皆
様

に
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。
今
号
で
は
、
南
和
地
域

の
広
域
医
療
提
供
体
制
の
再
構
築
と
、
地
域
包
括
ケ

ア
の
取
組
を
中
心
に
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
医
療
・

介
護
」
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
、
県
と

市
町
村
が
連
携
し
て
課
題
を
解
決
す
べ
き
重
要
な
分

野
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
通
じ
て
、「
奈
良
モ
デ
ル
」
へ

の
ご
理
解
を
深
め
て
頂
く
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
、

「
奈
良
モ
デ
ル
」
の
取
組
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

で
、「
住
ん
で
良
し
」「
働
い
て
良
し
」「
訪
れ
て
良

し
」
の
奈
良
県
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

奈良県知事

荒井 正吾
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南奈良総合医療センター（平成28年４月開院）

南
和
地
域
の
広
域
医
療
提
供
体
制
の
再
構
築

　

過
疎
化
の
進
む
南
和
地
域
（
五
條
市
、
吉
野
郡
の
３

町
８
村
）
で
は
、
病
院
の
患
者
数
が
減
少
し
、
そ
れ
に

と
も
な
い
医
師
数
も
減
少
、
医
療
機
能
が
低
下
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
患
者
が
減
少
す
る
と
い
う

悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、“
南
和
の
医

療
は
南
和
で
守
る
”
と
い
う
理
念
の
も
と
、
県
と
南
和

地
域
の
全
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
３
つ
の
病
院
を

運
営
す
る
こ
と
で
、
充
実
し
た
医
療
体
制
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

南
和
地
域
医
療
の
課
題
と
は

　

南
和
地
域
に
は
、
３
つ
の
公
立
病
院
（
県
立
五
條
病

院
、
国
保
吉
野
病
院
、
町
立
大
淀
病
院
）
が
あ
り
ま

し
た
が
、
す
べ
て
が
、
急
性
期
の
病
院
で
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
病
院
が
医
師
・
看
護
師
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
下
に
あ
り
な
が
ら
、

急
性
期
を
脱
し
た
回
復
期
・
慢
性
期
の
患
者
需
要
に

も
対
応
し
て
い
た
た
め
、
本
来
果
た
す
べ
き
急
性
期

医
療
の
機
能
が
低
下
。
結
果
、
地
域
外
で
入
院
す
る

患
者
が
６
割
に
も
上
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
救
急
患
者
数
を
見
る
と
、
南
和
地
域
全
体

で
救
急
病
院
は
一
つ
あ
れ
ば
対
応
で
き
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

“
南
和
の
医
療
は
南
和
で
守
る
”

　

～
機
能
を
再
編
成
し
た
３
病
院

　

そ
こ
で
、
県
と
市
町
村
が
連
携
し
、
地
域

の
市
町
村
で
支
え
る
病
院
づ
く
り
が
で
き
な

い
か
、
平
成
22
年
に
「
南
和
の
医
療
等
に
関

す
る
協
議
会
」
を
設
立
し
て
検
討
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
県
は
、
３
病
院
の
現
状
や
課

題
を
分
析
し
、
病
院
再
編
の
方
針
を
提
案
し

た
り
、
施
設
整
備
に
係
る
費
用
を
支
援
し
た

り
と
、
積
極
的
に
調
整
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
の
検
討
が
進
み
、
平
成
24
年
１

月
に
は
県
と
市
町
村
が
構
成
団
体
に
な
る
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
一
部
事
務
組
合
を
組
織

（
南
和
広
域

医
療
組
合
。

平
成
28
年
４

月
に
南
和
広

域
医
療
企
業

団
に
改
組
）

し
、
病
院
再

編
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

※
急
性
期
： 

病
気
発
生
直
後
の
手
術
や
処
置
な
ど
の
治
療
を
行
う
時
期

　

回
復
期
： 

病
気
の
症
状
が
安
定
し
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
に
取
り
組
む
時
期

　

慢
性
期
： 

長
期
に
わ
た
り
療
養
す
る
時
期

奈良
モデル
の取組
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南和地域のへき地診療所との医療連携を
構築するための情報ネットワーク

南奈良
総合医療センター 吉野病院

医療情報ネット
ワークシステム

⿊滝村診療所

川上村診療所

五條市
天川村診療所

五條病院

五條市
⼤塔診療所

野迫川村
診療所

上北⼭村
診療所

下北⼭村
診療所

十津川村
上野地診療所

診療所

十津川村
⼩原診療所

安
心
で
き
る
南
和
の
医
療
を
め
ざ
し
て

　　

そ
し
て
、
平
成
28
年
4
月
に
、
南
奈
良
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
が
開
院
、
吉
野
病
院
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
、
順
調
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
ま
た
、

五
條
病
院
は
、
耐
震
等
の
た
め
の
全
面
改
修
工
事
を

経
て
、
平
成
29
年
4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

予
定
で
す
。
役
割
分
担
し
た
３
病
院
に
よ
り
、
急
性

期
か
ら
慢
性
期
ま
で
の
切
れ
目
が
な
い
医
療
提
供
体

制
を
構
築
し
ま
し
た
。

《
専
門
医
療
の
充
実
》

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
25
診
療
科
（
精
神

科
、
歯
科
口
腔
外
科
を
新
設
）
と
、
救
急
や
糖
尿
病
な

ど
に
お
い
て
複
数
の
専
門
医
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
を

実
施
す
る
９
つ
の
セ
ン
タ
ー
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
脳
卒
中
や
が
ん
な
ど
に
対
応
す
る
最
新
型
血
管

造
影
装
置
な
ど
最
新
鋭
の
医
療
機
器
を
整
備
し
、
レ

ベ
ル
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
高
度
医
療
や
周
産
期
医
療
に
つ
い
て
は
、

奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
ま
す
。
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
分
娩
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
県
立
医
大
で
の
出
産
を
希
望
さ
れ
る

妊
婦
に
は
、
共
通
電
子
カ
ル
テ
に
よ
り
、
初
診
、
妊

婦
検
診
、
産
後
の
検
診
は
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

で
、
出
産
は
県
立
医
大
で
と
い
う
移
行
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
、
安
心
し
て
周
産
期
を
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。

《
24
時
間
３
６
５
日
受
け
入
れ
ら
れ
る
救
急
搬
送
体
制
》

　

救
急
医
療
体
制
も
強
化
し
、
救
急
セ
ン
タ
ー
に
は

３
名
の
医
師
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
山
間
部
の
多
い

南
和
地
域
で
は
、
救
急
車
に
よ
る
搬
送
に
時
間
が
か

か
る
た
め
、
南
奈
良
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
整
備
し
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送

が
可
能
な
体
制
を
つ
く
り

ま
し
た
。
平
成
28
年
４
月

以
降
、
救
急
搬
送
受
入
数

も
着
実
に
伸
び
て
い
ま
す

（
救
急
搬
送
受
入
数 

５
．

７
件
→
１
１
．
８
件
／

日
）。

《
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
》　

　

地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
め
ざ
し
、
公
立
９
へ
き

地
診
療
所
と
企
業
団
の
３
病
院
間
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
医
師
・
看
護
師
の
養
成
を
行
い
、
構
成

市
町
村
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
派
遣
や
巡
回
診
療
を
行

う
ほ
か
、
公
立
へ
き
地
診
療
所
と
連
携
し
在
宅
患
者

へ
の
訪
問
診
療
の
強
化
を
図
り
、
地
域
密
着
型
の
医

療
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

《
災
害
対
策
医
療
》

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
建
物
を
免
震
構
造

に
し
た
ほ
か
、
３
病
院
で
は
災
害
時
も
医
療
機
能
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
解
決
に
向
け
て

　

３
病
院
へ
の
医
師
の
安
定
確
保
に
加
え
、
山
間
部

の
患
者
に
対
応
す
る
た
め
、
へ
き
地
診
療
所
へ
の
医

療
支
援
機
能
の
確
保
と
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
定
し
た
経
営
体
制
の
実
現

を
県
と
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

今後整備する医療情報ネットワークイメージ図
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南
和
公
立
病
院
の
再
編
に

よ
り
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
で
の
専
門
的
な
治
療
を

要
す
る
患
者
の
受
け
入
れ
が

　

救
急
医
療
が
強
化
さ
れ

た
事
に
よ
り
、
へ
き
地
診

療
所
で
は
診
察
が
困
難
な

患
者
さ
ん
が
迅
速
に
適
切

　

昨
年
４
月
に
開
院
し
ま

し
た
南
奈
良
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
に
は
、
村
の
国
保

診
療
所
と
の
連
携
や
支
援

　

南
和
広
域
医
療
体
制
の
再

構
築
に
よ
り
救
急
医
療
が

充
実
さ
れ
る
と
共
に
、
吉
野

郡
内
で
診
療
が
休
止
さ
れ
て

　

天
川
村
唯
一
の
医
療
機

関
、
村
立
の
国
保
診
療
所
で

は
、電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、

医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
に
は
南
和
地
域
で
唯
一

の
二
次
救
急
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
、24
時
間
３
６
５
日
、

　

奈
良
モ
デ
ル
第
一
号
と
も

言
え
る
南
奈
良
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
は
、
看
護
学
校
も
併

設
し
、
医
師
や
看
護
師
な
ど

　

南
和
地
域
の
医
療
は
、
南

奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

が
始
動
し
た
こ
と
に
よ
り
24

時
間
断
ら
な
い
救
急
医
療
体

　

川
上
村
で
は
「
健
康
で
元

気
に
住
み
続
け
て
頂
く
た

め
」
の
取
り
組
み
を
現
在
、

展
開
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
開
院
に
よ
り
、
吉
野

郡
内
で
大
き
な
課
題
で
あ
っ

た
、
救
急
受
け
入
れ
が
可
能

　

救
急
体
制
の
充
実
に
向
け

て
平
成
29
年
3
月
か
ら
予
定

さ
れ
て
い
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

運
航
開
始
は
、
救
急
車
搬
送

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
開
院
に
よ
り
、
断
ら

な
い
救
急
体
制
の
確
立
と

奈
良
県
に
よ
る
ド
ク
タ
ー

可
能
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

４
月
に
五
條
病
院
が
開
院
す

る
こ
と
で
、
南
和
の
地
域
医

療
支
援
体
制
が
整
い
ま
す
。

今
後
、
よ
り
市
民
が
安
心
し

て
健
康
的
な
住
民
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
健
康
長
寿
を
め

ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

な
医
療
行
為
を
受
け
ら
れ

る
安
心
感
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
電
子
カ
ル

テ
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
円

滑
な
医
療
連
携
を
図
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
遠
隔
地

で
あ
り
ま
す
の
で
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
に
よ
り

救
急
時
や
災
害
時
の
対
応

が
向
上
す
る
こ
と
に
も
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

い
た
産
科
医
療
が
再
開
さ
れ

ま
し
た
。
妊
婦
健
診
は
身
近

に
受
診
で
き
、
出
産
後
も
小

児
科
と
の
連
携
が
図
れ
る
な

ど
、
南
和
地
域
で
も
安
心
し

て
妊
娠
・
子
育
て
が
出
来
る

環
境
が
整
っ
た
こ
と
を
喜
ん

で
い
ま
す
。

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

等
と
繋
が
る
こ
と
で
、
村
民

の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上

で
き
る
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
に
つ

い
て
、
救
急
時
、
災
害
時
の

対
応
に
つ
い
て
、
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

最
新
の
医
療
体
制
で
救
急
患

者
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
整

い
、
さ
ら
に
３
月
か
ら
は
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
用
さ
れ
ま

す
。
吉
野
郡
山
間
地
域
に
住

む
住
民
の
安
全
・
安
心
が
飛

躍
的
に
向
上
し
ま
す
。

の
豊
富
な
人
材
と
最
新
の
医

療
設
備
を
備
え
、
南
和
地
域

住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
拠

点
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
各

市
町
村
の
公
共
交
通
網
再
構

築
に
も
役
立
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

制
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し

ま
し
た
。
今
後
も
「
南
和
の

医
療
は
南
和
で
守
る
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
う
た
う
よ
う

に
、
奈
良
県
や
他
の
市
町
村

と
連
携
し
て
さ
ら
な
る
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

中
で
も
医
療
の
充
実
は
欠
か

せ
な
い
大
き
な
課
題
で
し

た
。
こ
の
度
、
南
奈
良
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
院
し

「
南
和
の
医
療
は
南
和
で
守

る
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、

広
く
南
和
地
域
を
包
括
し
て

い
た
だ
く
事
に
意
義
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

と
な
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な

成
果
と
思
わ
れ
ま
す
。
救
急

車
の
行
先
が
決
ま
ら
ず
、
停

ま
っ
た
ま
ま
の
救
急
車
が
な

く
な
る
こ
と
、
ま
た
、「
断

ら
な
い
病
院
」
に
今
後
も
期

待
し
ま
す
。

に
長
時
間
を
要
す
る
本
村
に

お
い
て
も
患
者
さ
ん
の
負
担

軽
減
に
繋
が
る
有
効
手
段
で

あ
り
、
今
後
、
救
急
医
療
の

発
展
に
寄
与
す
る
大
変
有
意

義
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ヘ
リ
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
救
急
医
療
体
制
が

充
実
さ
れ
る
こ
と
で
、
村
民

に
と
っ
て
急
病
、
災
害
時
に

安
心
し
た
医
療
が
提
供
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
喜
ん
で

い
ま
す
。

五條市長

黒滝村長

下北山村長

吉野町長

天川村長

上北山村長

大淀町長

野迫川村長

川上村長

下市町長

十津川村長

東吉野村長

太田好紀

辻内幸二

南　 正 文

北 岡　 篤

車谷重高

山 室　 潔

岡下守正

⻆谷喜一郎

栗 山忠昭

杦本龍昭

更谷慈禧

水 本　 実

南和地域の医療の充実に向けて、市町村長からメッセージが寄せられました
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病気になったら…

医療

いつまでも元気に暮らすために…いつまでも元気に暮らすために…

 介護予防・生活支援

介護が必要になったら…

介護
住まい

地域ケアシステムの姿

県
内
５
地
域
で

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

　

県
内
の
特
徴
的
な
５
地
域
で
モ
デ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

単
独
市
町
村
で
は
取
り
組
む
こ
と
が
難

し
い
課
題
に
対
し
て
、
①
②
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
県
有
施
設
跡
地
等
を
活

用
し
地
域
包
括
ケ
ア
が
行
き
届
い
た
ま

ち
づ
く
り
の
構
想
に
つ
い
て
検
討
し
、

③
④
⑤
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
保
健

所
等
が
調
整
役
と
な
り
、
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
の
取
組
を
補
助
金
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
に
よ
り
支
援
す

る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
モ
デ

ル
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
学
び
な
が
ら

進
め
、
そ
の
手
法
を
県
内
全
域
に
広
め

て
い
き
ま
す
。

　入院された要介護状態の患者さんが退
院する場合、病院から在宅生活にスムー
ズに移行できるよう、退院調整（病院から
ケアマネジャーへの確実な引き継ぎ）ルー
ルづくりに取り組んでいます。
◎�平成27年度　東和医療圏で関係者が協
議を重ねてルールを策定。
　�退院調整率�：50.6％（平成27年6月）

→64.7％（平成28年6月）
◎�平成28年度　橿原市、高取町、明日香
村でルールを策定。

�元気な状態を保つためには、介護予防の取組
が重要です。公民館や神社等、自宅から徒歩等
で容易に通える場所で住民の方が楽しみながら
体操やレクリエーションを行う「住民運営の通
いの場」づくりを進めています。通いの場は、
交流や自然な見守りの場となり、地域での支え
合いにつながっています。
◎�平成２７年度　大和高田市、香芝市、
天川村等が取組を実施。
◎�平成２８年度　五條市、御所市、宇
陀市、山添村、安堵町、高取町、下
市町等が取組を実施。

退院調整ルールの策定 地域づくりによる介護予防（住民運営の通いの場）

①�県総合医療センター
　跡地活用プロジェクト

③西和地域在宅医療・包括
　ケア推進プロジェクト

④宇陀市在宅医療・包括
　ケア推進プロジェクト

②医大・周辺まちづくり
　プロジェクト

⑤南和地域在宅医療・包括
　ケア推進プロジェクト

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

多
く
の
高
齢
者
が
、
た
と
え
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
住
ま
い
、
医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
地
域
で
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
仕
組

み
で
あ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

連
携
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

奈良市
大和郡山市

天理市

桜井市
橿原市

三宅町
広陵町

川西町王寺町王寺町

大和高田市大和高田市

明日香村
高取町
大淀町

御所市

五條市

： 包括協定締結市町村（18市町村）
　※平成29年2月末現在

宇陀市

御杖村

川上村

広陵町とまちづくり包括協定を締結 大淀町では、基本構想の策定に向けて
まちづくりワークショップを開催 天理駅前整備のイメージ

各段階での協定締結状況

連携協定の流れ

包括協定締結：18市町村
基本協定締結：12地区
個別協定締結： ８件 （平成29年２月末現在）

包括協定締結市町村一覧

基本協定締結地区一覧

個別協定締結事業一覧

・H26.10.17 天理市
・H26.11.19 大和郡山市
・H26.12.22 桜井市
・H27.1.23 奈良市
・H27.2.20 五條市
・H27.3.20 橿原市
・H27.7.6 大和高田市
・H27.7.31 高取町
・H27.8.4 御所市
・H27.9.17 三宅町
・H27.10.15 明日香村
・H27.12.25 宇陀市
・H28.2.22 大淀町
・H28.8.2 川西町
・H28.8.18 王寺町
・H28.9.2 御杖村
・H29.2.16 川上村
・H29.2.27 広陵町

・天理駅周辺地区（天理市）
・�朝和・柳本校区を中心とした南部地区（天理市）
・�福住校区を中心とした高原地区（天理市）
・�近鉄郡山駅周辺地区（大和郡山市）
・�中和幹線粟殿近隣周辺地区（桜井市）
・大神神社参道周辺地区（桜井市）
・近鉄大福駅周辺地区（桜井市）
・桜井駅周辺地区（桜井市）
・長谷寺門前町周辺地区（桜井市）
・五條中心市街地地区（五條市）
・五條病院周辺地区（五條市）
・大和八木駅周辺地区（橿原市）

・天理マルシェ（天理市）
・天理駅前広場整備（天理市）
・�天理市高原地区移住・定住促進イベント（天理市）
・�医療・福祉・防災の新拠点施設の整備（桜井市）
・�桜井駅周辺地区バリアフリー基本構想策定（桜井市）
・�医大新キャンパスアクセス道路整備（橿原市）
・�御所マルシェ（御所市）
・新たな雇用創出・企業連携促進事業（大和郡山市）

　
奈
良
県
は
市
町
村
と
「
ま
ち
づ
く
り
連
携

協
定
」
を
締
結
し
、
構
想
段
階
か
ら
事
業
実

施
ま
で
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
る

地
区
を
定
め
、
そ
の
方
針
に
つ
い
て
県
と
市

町
村
で
合
意
し
た
場
合
、「
包
括
協
定
」
を
締

結
し
、
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
す
。

　
基
本
構
想
で
は
、
地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ

く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
将
来
像
、
基
本
方
針
、

基
本
と
な
る
取
組
等
を
定
め
、「
基
本
協
定
」

を
締
結
し
ま
す
。

　
次
に
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、
地
区
に
お

け
る
具
体
的
な
取
組
や
、
事
業
内
容
の
検
討
、

事
業
主
体
や
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
決

定
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
基
本
構
想
や
基
本
計
画
に
位
置

付
け
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と
な
る
拠
点

施
設
の
ハ
ー
ド
整
備
や
地
区
の
持
続
的
発
展

や
活
性
化
を
企
図
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
等
の

ソ
フ
ト
事
業
を
市
町
村
が
県
と
「
個
別
協
定
」

を
締
結
し
実
施
す
る
際
に
は
、
市
町
村
に
対

し
て
財
政
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

プロジェクトの進捗にあわせ、段階的に協定を締結し市町村を支援しています

包括協定
（市町村単位）

締
結

基本構想
の検討

（県、市町村）

基本構想
策定

個別協定
（事業単位）

締
結

事業実施
（市町村）

基本協定
（地区単位）

締
結

基本計画
等の検討

（県、市町村）

基本計画
策定

　

ま
ち
づ
く
り
に
前
向
き
で
ア
イ
デ
ア
や
熱
意
の
あ
る
市
町
村
に
お
い
て
、
そ
の
方
針

が
県
の
方
針
と
合
致
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
県
と
市
町
村
で
連
携
協
定
を
締

結
し
、
協
働
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

磯
城
郡
で
の
水
道
事
業
の
広
域
化

＞ ポンプ
圧送

(
圧送

自然
廃止 増量

自然
流下

磯城郡３町と県で「磯城郡における水道事業の広域化に関する覚書」を締結

　
「
県
域
水
道
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
取
組
内
容
の
一
つ
と
し
て
、「
県
水

転
換
」
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
25
年
４

月
に
県
営
水
道
の
料
金
を
引
き
下
げ
て
市

町
村
水
道
の
受
水
費
用
を
軽
減
し
、
そ
の

後
、
市
町
村
が
持
つ
浄
水
場
を
更
新
す
る

場
合
の
費
用
と
、
水
源
を
県
営
水
道
か
ら

の
受
水
に
切
り
替
え
る
場
合
の
費
用
に
つ

い
て
比
較
し
、
将
来
の
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
県
で
実
施
し
て
こ
れ
を
提
示
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、浄
水
場（
自
己
水
源
）

を
廃
止
し
た
方
が
有
利
だ
と
判
断
し
て
、

水
源
を
県
営
水
道
か
ら
の
受
水
に
切
り
替

え
る
「
県
水
転
換
」
を
行
う
市
町
村
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
水
源
全
て
を
県
営
水
道
か

　
全
国
の
水
道
事
業
は
「
水
需
要
の
減
少
」「
施
設
や
管
路
の
老
朽
化
」「
技
術
力

の
低
下
」
と
い
う
３
つ
の
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
奈
良
県
で
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
奈
良
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
別
々
に
整
備
や
運
営
が

行
わ
れ
て
き
た
県
営
水
道
と
各
市
町
村
水
道
を
「
県
域
水
道
」
と
し
て
一
体
的
に
と

ら
え
、
施
設
、
水
源
、
人
材
と
い
っ
た
水
道
資
産
を
県
域
全
体
で
最
適
化
す
る
様
々

な
取
組
（
県
域
水
道
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
具

体
的
な
成
果
と
し
て
、
磯
城
郡
３
町
（
川
西
町
、
三
宅
町
、
田
原
本
町
）
で
の
水
道

事
業
の
広
域
化
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ら
受
水
す
る
市
町
村
は
、
平
成
23
年
度
の

５
市
町
村
か
ら
、
平
成
32
年
度
頃
ま
で
に

は
磯
城
郡
３
町
を
含
む
15
市
町
村
に
増
加

す
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、磯
城
郡
３
町
で
は「
直
結
配
水
」

の
取
組
も
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県

営
水
道
の
管
と
各
町
の
管
を
直
接
接
続
し
、

県
営
水
道
か
ら
の
水
圧
で
配
水
す
る
こ
と

で
す
。
磯
城
郡
は
奈
良
盆
地
の
中
で
も
標

高
が
低
い
場
所
に
位
置
し
、
ま
た
３
町
と

も
標
高
差
が
少
な
い
な
ど
条
件
的
に
非
常

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
直
結
配

水
」
の
検
討
が
県
内
で
最
も
進
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
「
県
水
転
換
」「
直
結
配
水
」
の
２

つ
の
取
組
を
進
め
る
中
で
、
浄
水
場
だ
け

で
は
な
く
県
営
水
道
か
ら
受
水
す
る
配
水

池
な
ど
の
他
の
施
設
も
共
同
化
す
る
検
討

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
施
設
更
新
に
係
る
３

町
の
総
費
用
が
１
１
０
億
円
か
ら
43
億
円

に
削
減
さ
れ
る
と
い
っ
た
見
込
み
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
検
討
結
果
な
ど
を
も
と
に
協

議
を
す
す
め
、
平
成
28
年
７
月
13
日
に
は
、

川
西
町
、
三
宅
町
、
田
原
本
町
の
３
町
と

奈
良
県
が
「
磯
城
郡
に
お
け
る
水
道
事
業

の
広
域
化
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
、
３

町
の
水
道
事
業
の
経
営
統
合
に
向
け
て
協

力
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
覚
書
の
締
結
は
奈
良
県
で
初

め
て
と
な
る
も
の
で
す
。
現
在
「
磯
城
郡

水
道
広
域
化
推
進
協
議
会
」
と
そ
の
作
業

部
会
に
お
い
て
、
施
設
面
で
の
効
率
化
は

も
ち
ろ
ん
、
営
業
業
務
や
維
持
管
理
業
務

な
ど
の
共
同
化
の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。
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「
覚
書
」締
結
へ

「
県
水
転
換
」と「
直
結
配
水
」
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